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1.Fano理論

AutO i･onizaltion stateえの excitation line shapeを論 じ

た Fano 理論は一般的なものであるが ,その中に入 っている吻増発の美

顔の ai,om についでの計津は以外 とむつか しく,Heluim aもom につい

ては走性的な議諭はすることができるが ,定義的な増感 ,とくに Iife

timeについては完全とはいえない面があるよ うである. 5値以上の電子

をもった atO皿 について定蛍的な議論は殆 どな さ,fLていな い ｡ こ0)ような

i_軌華trj)操 る慣唇は auto ion土ヱatiorlStateを論ずると_き通常 の exc-

ited S七atesをのぞいた状態空蘭の車でしなければならないが ,その

projecもion は厳密に行 うことがむつか しく.いろいろ近似 しなければ

な らない｡

2.M毎tastable state

tripユetの Auto ionization stateにある電子の Iife もime

は通常のものより長いが ,梅に 高 7倍程凱 1場合がある｡ この状態の

e･nergy a_)ところで光の吸収係数にへ こみが で きるはずであるが,他の

Ioneや spinをもった原子と相互作柄させると,stark quenc五i工1g

や Exc'hange quenching を索こしそのへ こみがへ るはずである｡こ

の現象は敏感なので衝突現象をしらぺるOljに役に立っはずである｡

5. 工onized. electronC!)干渉

2原子分子を racliationで foni2,eす るとき電子密度の大 きい原子

か ら電子がでて くるが ,2つの原子か ら出て くるの電子波が干渉する｡ 電

子と格子の相互作閏が干渉の有無 に強 く観廃 して くると思われ,分子の電

子状熊,特に格子との相互作用 (IonizeLたための変形)文,長･L､分子

で どの程度はなれた原子間に干渉甘競るかなどしらぺると面白いと恵われ

るむ
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